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1.はじめに

このマニュアルは DMXking の正規代理店・株式会社ラセンス（以下当社）が独自に製作したものです。

eDMXconfiguraitonUtility(以下ユーティリティソフト）の操作方法は各種製品版 DMXking 公式マニュアルにも記

載していますが、当マニュアルではユーティリティソフトの機能に絞ってより詳しく、またわかりやすく解説するこ

とを目的としています。

機器本体のマニュアル（日本語/英語）は別途ございますので、当社までお問合せ下さい。

当マニュアルによって被ったいかなる不利益も当社及び DMXking/JPKsystems 社は負いません。

ユーティリティソフト バージョンについて

当マニュアルは、ソフトウエアのバージョン 1.22（2021 年 3 月現在最新）/windows 用を元にして作成してい

ます。

今後のファームウエア等のバージョンアップ/機能追加/仕様変更等によって当マニュアルに記載しているものと違い

が出る場合がありますのでご注意下さい。

なお、随時当マニュアルは改定していきますので、ご使用にあたってはマニュアルのバージョンとユーティリティソ

フトのバージョンをご確認下さい。
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2．接続・通信

【２－１】ソフトのダウンロードとインストール

下記 URL から、OS に合った eDMX Configuration Utility(ユーティリティソフト)をダウンロードして下さい。

https://dmxking.com/downloads-list

ダウンロードした zip ファイルを展開し、インストールを行ってください。

↑zip ファイル中身（windows)

PC と各 DMXking の製品を物理的に接続して下さい。

・ PC と ノード（DMXking 製品）を LAN ケーブルで接続してください。

・ また、ノード（DMXking 製品）に電源を供給してください。

windows 用

Mac 用

https://dmxking.com/downloads-list
https://dmxking.com/downloads-list
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【２－2】ソフト起動

ユーティリティソフトを立ち上げて下記の画面を表示させてください。

ノードが接続されていれば、左側にノード名等が自動的に現れます。

■正しく接続されているのにノードが表示されない場合…

Network Adapter 欄にノードと接続されているＰＣ側のイーサネットアダプターが表示されているか、また選択さ

れているかを確認して下さい。

PC に認識されていてノードに接続しているアダプターをドロップダウンメニューで選択してください。

左側にノード名が表示されていれば通信・接続は完了です。

Network Adapter 欄
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3．IP アドレス設定

各設定を行うために、IP アドレスを PC と同じネットワークにします。

（同じネットワーク内に無い場合は、各設定をノードに反映させることができません）

※※※下記は設定例となります。DHCP を使う場合やネットワーク環境によって異なりますのでご注意下さい※※※

①設定したいノードを選択

②DHCP/静的 IP 設定欄を[Static IP]にします。

③IP アドレス設定欄を下記のように設定します。

上記の場合には、PC 側の IP アドレスが 192．168．0．30 ですので、

[IP Address] 192.168.0.〇〇〇 のようになるように数字を入れます。（〇〇〇は任意の数字）

PC 側の IP と頭３つの数字を同じになるように設定してください。

[subnet Mask] 255.255.255.0

[Default Gateway] は空欄でも構いません。（環境によって設定する場合もあります）

※PC 側とノード側 IP アドレスの頭３つの数字が合っていない場合は、どちらかを変更して合わせて下さい。

※Artnet で使用する２アタマ、10 アタマに関しては subnet Mask が 255.0.0.0 のようになる場合があると思いますので、その場合は頭１つ

だけの数字が同じであればＯＫです。

以上で PC とノードが同じネットワーク上にいることになり、各設定をする準備ができました。

左記 IP のイーサネットアダプター名称

DHCP/静的 IP アドレス設定欄

PC 側 IP アドレス/subnetmask

IP アドレス設定欄
ノードの現在の IP アドレス
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4．ファームウエア更新

ノードのファームウエアを更新します。

①ファームウエアを更新したいノードを選びます。

②アップデートボタンを押します。

③最新のファームウエアファイル（通常は一番下）を選びます。

④「はい」を選択します。

⑤が表示されれば成功です。OK を押して完了させてください。

※常に最新のバージョンのソフトとファームウエアを使用するようにして下さい。

⑤

④

アップデート完了 表示

③ファイル選択

②アップデートボタン

①ノードを選択
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5.各設定画面 概要（タブ画面・ VIEW ・ ADVANCED）

ユーティリティソフトの各画面の概要説明になります。

【タブ画面】

タブを切替えて各設定を行います。

ネットワークタブ ポートタブ レコーダータブ

ネットワークの設定 各ポートについての設定 レコード/再生の「環境」設定

・レコード環境設定

・ショー終了時設定

・ファイル転送設定

・時刻設定

・レコードトリガー設定

・再生トリガー設定 等

・ DMX in/out

・ ユニバース

・ HTP/LTP

・ RDM

・回線喪失時の設定

・ブロードキャスト閾値 等

・ IP アドレス設定

・アダプター選択

・ファームウエア

アップデート

・ノード情報表示 等
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【View メニュー】

Artnet 送信/受信機能 バージョン情報 ログ表示 レコード/再生の「実行」設定

・レコード実行

・再生実行

・再生設定 等

・各設定

/レコード

/再生等のログの表示

・メーカーロゴ表示

・ソフトウエアバージョン

・ Artnet 送信機能

・ Artnet 受信機能

（1 ユニバースまで）
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【Advanced メニュー】

ノード名を変更したり、主にネットワークの通信機能を有効/無効にする設定です。

通信 有効/無効設定 リセット設定 ノード名変更設定

short はアルファベットで 17 文字まで、

long は 64 文字まで、

任意の名称に変更出来ます。

eDMX シリーズでは実行しないで下さい。

各設定を選択することで有効/無効を切替できます。

Settings Broadcast:ブロードキャストに設定

Auto Device Poll : 自動的に通信する

Unicast Poll：ユニキャストに設定

Art-Net Time Sync：Artnet 経由の時刻設定

Show All Network Adapters：

全てのイーサネットアダプターを表示
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6.ノードの状態を確認する

ノードの情報は以下のように確認できます。

①各ポートの DMX のフレームレート表示（例：DMX0.40→portA が 0 フレーム,PortB が 40 フレームという意)

②SYNC 状態 （例：Async→Sync 無という意）

③レコーダー状態 （例：SHOW:024 REC:Play→show24 が再生状態を示しています。）

※SD カードが挿入されていないと、[No SD]と表示されます。

■その他

View メニュー→[DiagnosticsLog] View メニュー→eDMXRecorder

各ステータス、設定、動作等のログが確認できます。 SD カードの空き容量表示/内部時計が確認できます。

① ② ③
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7.ポート設定（PORT A~D）

各ポート毎にタブがありますので、設定したいポートを選んで各機能を設定して下さい。

【7－１】DMX の IN/OUT を設定する

設定したいポートのタブを選びます。

※上記は 2 ユニバースノードである eDMX2PRO を設定する際のタブで、PortA と PortB がありますが、

機種によって現れるタブ数は変化します。（例えば eDMX4 シリーズでは PortA～D まで表示されます。）

オペレーションモード設定で、下記の 3 種類の中からポートに設定したい項目を選んでください。

[DMX-IN Art-Net] :DMX-In として使用する場合（ネットワーク内では Art-Net として扱いたい場合）

※ネットワークに出力しない場合は Artnet でも sACN でもどちらでもかまいません。

[DMX-IN sACN] :DMX-in として使用する場合（ネットワーク内では sACN として扱いたい場合）

※ネットワークに出力しない場合は Artnet でも sACN でもどちらでもかまいません。

[DMX-OUT] :DMX-out として使用する場合

※DMXking 製品は入力された Artnet と sACN を自動で判別しますので、DMX-out に Artnet/sACN 切替はありません。

設定更新ボタンを押して完了です。

設定更新ボタン

オペレーションモード設定
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【7－２】ポートのユニバースを設定する

DMX IN Artnet/DMX-INsACN/DMX OUT 設定時 共通

設定したいポートのタブを選びます。

ユニバース設定[DMX512 Univerce]の欄に、設定したいユニバース番号を入れてください。

※ユニバース変更は、sACN が基となるため、全て通し番号での設定になります。

数字を入力すると自動的に[Art-Net Port-Address] に Art-Net での数字が表示され、反映されます。

設定更新ボタンを押して完了です。

■Artnet（net/subnet/universe)から sACN へのユニバース値を知りたい場合・・・

Universe Converter for ArtNet(ios 用）：https://apps.apple.com/jp/app/universe-converter-for-artnet/id1399672978

このようなアプリが便利です。

Art-Net Port-Address

ユニバース設定
設定更新ボタン

https://apps.apple.com/jp/app/universe-converter-for-artnet/id1399672978
https://apps.apple.com/jp/app/universe-converter-for-artnet/id1399672978


Ver.1.3 株式会社ラセンス 2021 年 5 月作成 https://lasens.com

14

【７－３】チャンネルを補完して送信する

DMX IN Artnet/DMX-INsACN/DMX OUT 設定可能

入力されたデータのＤＭＸが 512ch 分無い場合、欠けているチャンネルを（０データとして）補完して

512ch 分送ることができる機能です。（ファームウエアアップデートで対応予定・現在は使用できません。）

例えば、送られたデータが下記のようなものだった場合・・・・

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

300 チャンネル分のみ送られているデータ

（301～512ch はゼロデータも送られていない状態）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

欠けている 301～512ch を（ゼロデータとして）補完して送信します。

有効にする場合、

どちらかにチェックをいれます。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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【7－4】入力されたチャンネルをずらして出力する（チャンネルオフセット）

DMX IN Artnet/DMX-INsACN/DMX OUT 設定可能

設定したいポートのタブを選びます。

チャンネルオフセットに任意の値を入力します。

■DMX-IN の場合■

例：オフセット値「５」の場合：チャンネル(ch)6 で入力されたものは、チャンネル(ch)11 として出力されます。

■DMX-OUT の場合■ オフセットが逆になりますのでご注意下さい。

例：オフセット値５の場合:チャンネル(ch)6 で入力されたものは、チャンネル(ch)1 として出力されます。

また、512ｃｈ分のデータは逆にずれた結果 508~512ch（５チャンネル分）のデータは出力されなくなります。

設定更新ボタンを押して完了です。

チャンネルオフセット

設定更新ボタン
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【7－5】回線喪失時の出力保持/非保持等の設定

DMX-OUT 時

設定したいポートのタブを選びます。

下記の 4 種類の中から出力するものを選んで下記のように設定してください。

最終データ保持 ①チェック無し（①チェック有り＋②Hold Last も同様）

ゼロデータ（保持せず） ①チェック有り＋②Outputs Zero

全チャンネルフル出力 ①チェック有り＋②Outputs Full

スナップショットシーン ①チェック有り＋②Snapshot Scene

■DMX-IN 設定時のネットワークへの出力に関して

最終的には DMX を出力する各ノード等の設定に依存しますが、DMXking 側のネットワーク出力側では、

sACN-IN ：保持します。（timeout all source をチェックした場合は保持しません。）

Artnet-IN：保持します。

■snapshot と記録データの再生を併用する際の注意点

記録データに含まれていないユニバースを DMX-out に設定していてかつスナップショットを出力していた場合、いったん記録

データを出力すると停止しても DMX-out から②で設定されたものに復帰しません。電源を入れ直すまたは再度データを外部か

ら入力すれば元にもどります。（→ファームウエアアップデートで対応予定）

ピクセルドライバーの LeDMX4PRO には OUTPUT（SPI)ポートの上記設定は無く、ポート出力を保持します。

設定更新ボタンを押して完了です。

①

②

設定更新ボタン
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【7－6】マージ時の HTP/LTP の切替

DMX-OUT 設定時

設定したいポートのタブを選びます。

マージ時に HTP にするか、LTP にするか、ご希望のモードを選んで選択して下さい。

設定更新ボタンを押して完了です。

マージ時 HTP/LTP モード切替

設定更新ボタン
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【7－7】RDM の設定

DMX-OUT 設定時

設定したいポートのタブを選びます。

※RDM 機能を使用しない設定にする場合は、[Discovery Period]を 0s にして下さい。

Discovery Period：検出時間間隔の設定です。0s~600s

Packet Spacint:パケット間の設定です。最小は 20 分の１秒です。

設定更新ボタンを押して完了です。

RDM 設定

設定更新ボタン
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【7－8】ART-NET で ブロードキャスト/ユニキャスト送信する

DMX-IN Art-Net 設定時

【ブロードキャスト】

DMX-IN から入力したデータは（イーサネットに接続していれば）ネットワークにも出力できますが、

DMX-IN を Artnet として設定した場合にブロードキャスト送信をする設定です。

設定したいポートのタブを選びます。

①[Broadcast Threshold]のスライダーの値を「0」にします。

②[Unicast IP]の値を「0.0.0.0」（初期値）にします。

設定更新ボタンを押して完了です。

①

設定更新ボタン

②
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DMX-IN Art-Net 設定時

【ユニキャスト】

DMX-IN から入力したデータは（イーサネットに接続していれば）ネットワークにも出力できますが、

DMX-IN を Artnet として設定した場合にユニキャスト送信をする設定です。

設定したいポートのタブを選びます。

①[Broadcast Threshold]スライダー位置を１以上の任意の値にして下さい。

②[Unicast IP]に直接ユニキャストで送る送信先 IP を記入して下さい。

設定更新ボタンを押して完了です。

※[Broadcast Threshold](ブロードキャストしきい値）：仮に 10 と設定すると、10 ノードまでは Artnet2/3/4 のユニキャスト送信をします。

またしきい値設定は PortA タブのみ現れます。（A～D で共通になります)

①
②

設定更新ボタン
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【7－9】SACN で ユニキャスト/マルチキャスト送信をする

DMX-IN sACN 設定時

設定したいポートのタブを選びます。

①[Unicast IP]直接ユニキャスト送信先 IP を記入して下さい。

設定更新ボタンを押して完了です。

・ sACNは通常はマルチキャスト送信しますので、特に設定の必要はありません。

(Unicast IP初期値 0.0.0.0のままで問題ありません。)

・[Broadcast Threshold]は Artnet用の設定ですのでいくつに設定されていても sACN設定時には影響はありません。

①

設定更新ボタン
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【7－10】SACN で 回線の優劣を設定する（PRIORITY 設定）

DMX-IN sACN 設定時

ポートから DMX をｓACN として入力した場合、

入力したデータにプライオリティ（priority)値を設定することで、回線に優劣がつけられます。

設定したいポートのタブを選びます。

①[sACN Priority]スライダー位置を任意の値にして下さい。

設定更新ボタンを押して完了です。

・通常は 100 に設定することをお薦めします。

・ priority 値が高い回線が優先されます。

・ 2 回線をマージさせる場合は、両方の回線の Priority 値を同じに設定します。(両方 100 など）

・ Artnet の入力回線は priority 値 100（固定）として扱われます。

■レコードデータの回線と DMX-IN からの回線で優劣を付ける場合、

レコードデータの priority 値が DMX-in(sACN/Artnet)よりも低い場合のみ出力が不安定になる場合があります。

→ファームウエアアップデートで改善予定

①

設定更新ボタン
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８. マージについての仕様

下記あらゆる組み合わせで Artnet と sACN と DMX のマージ(MIX)が可能です。

Art-Net × Art-Net

sACN × sACN

sACN × Art-net

DMX-in × Art-Net

DMX-in × sACN

DMX-in × DMX-in

※マージは 2 回線まで対応しており、3 回線目以上は無視されます。

■sACN を他回線とマージする場合

・ sACN 同士をマージさせたい場合は、Priority 値が同一になっているかどうか確認してください。

・ sACN と Art-net をマージさせたい場合、Art-net は Priority 値 100 として扱われますので、

sACN の回線の値も 100 としてください。（一般的な機器は 100 が初期値となっています。）

※Priority 値については⑨sACN で 回線の優劣を設定する（priority 設定）の頁もご参照ください。
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９.ARTNET/SACN/DMX レコード

【９－1】レコード機能 主な特記仕様

■レコード対象

・ [DMX-OUT]に設定してあるポートのユニバースのみを記録します。

・ Artnet は Artnet として、sACN は sACN として記録します。（sACN の priority 値も記録されます。）

また、Artnet と sACN が 2 回線マージされた状態でも各々そのまま記録します。

・ Art-Net,ｓACN の他、DMX-in からの入力もレコードできます。

・ハイブリッド型の eDMX2PRO/ultraDMX2PRO にある、USB-DMX からのレコードには対応していません。

■レコード可能な容量

・ レコード出来るショーの数は１～254 までの 254 種類です。

・ eDMX2PRO は 2 ユニバース、eDMX4PRO は 4 ユニバース分、最大で記録できます。

（LeDMX4PRO は 16 ユニバース）

・レコード可能な時間は MicroSD カードの容量に依存しますが、

対応するＳＤカードは 32Ｇからとなっているため、容量を気にするような機会はまれです。

【40fps で 1 ユニバースフルチャンネルを 1 時間送信すると約 140MB です。

32G の MicroSD カードで 200 時間以上記録でき、4 ユニバースでも 60 時間近く記録できる計算です。】

■その他

・レコード時には常にユーティリティソフトを接続しておく必要があります。（再生時/運用時には必要ありません）

・データが既に入っている show ナンバーに再度レコードするとファイルは上書きされますが、

予め[Delete Show]を行ってデータを削除してからレコードするようにして下さい。

・ Artnet コマンドによるトリガーも可能です。（別途 Record/Playback マニュアルをご参照下さい。）

・ 2 台以上同時にレコードしたい場合には、[Recorder]タブの[Broadcast Trigger]にチェックを入れてください。

・ 他回線と併用するような運用時には、ショーの名称に記録した信号と priority 値も明記することをお勧めします。

・レコード終了時には他の操作をする前に必ず保存（update)を押してください。

※保存しないまま show ナンバーを変更したりすると、記入した名称等は有効になりません。
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【９－2】レコード機能を有効にする

レコーダータブを選んで下さい。

①[Record Enable]にチェックを入れて下さい。

②ポートからの出力を有効にしながらデータをレコードしたい場合、[Record Monitor]にチェックを入れて下さい。

※チェックを入れない場合、レコード時にはポートから出力しません。通常はこの設定を気にする必要はありませんが、

LeDMX4PRO（最大 16 ユニバース記録できます）使用時のみ、ユニバース数が多い場合にポートから出力したままレコードしますと CPU 動作

が不安定になる場合があります。）

③設定更新ボタンを押してください。

④View メニューから[eDMX Recorder]を開き、⑤[Enable]にチェックを入れて下さい。

以上でレコードするための環境設定は終了です。

設定更新ボタン

⑤

②

④

①

View メニュー

③
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【９－3】レコードをする（マニュアル操作）

レコードしたいノードを選び、Ｖeiw メニューから[eDMX Recorder]を開きます。

①[Controls Scope]部、Selected にチェックが入っていることを確認します。

（Broadcast にチェックを入れると、操作対象が同じネットワーク上全ての eDMX 製品になります。）

②プルダウンメニューで記録したい Show ナンバーを決定します。

③[Record]ボタンを押して記録を開始します。（ボタンが赤になります。）

ノードを選択

View メニュー

②

③①
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④[Stop]ボタンで記録を停止します。（記録したファイルサイズが show ナンバー下部に現れます）

⑤任意にファイル名を記入することができます。（日本語非対応）

⑤[Update Show](更新ボタン）を押して完了です。

■レコードボタンを押しても赤にならずレコード出来ない場合・・・

・ 前項【9-2】の Recorder タブでレコード機能が有効になっているかどうか確認して下さい。

・ 記憶媒体である MicroSD が本体に入っているかどうか確認して下さい。

-出荷時は未装着です。

-MicroSD カードは別売りです。

-対応する MicroSD カードや装着の仕方、認識等については別途当社の Recorder/Playback マニュアルをご参照ください

-MicroSD カードに書き込まれる内容（ファイル構成）については【12】の頁をご参照ください。

⑥
④

レコード中、レコードされているポートは

パイロットランプが赤で点滅します。
更新ボタン⑤
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【９－4】レコードをする（DMX トリガー操作）

レコーダータブを選んでください。

①[Record Trigger Universe]にチェックを入れ、トリガーにするユニバースと DMX チャンネルを入力して下さい。

②更新ボタンを押してください。

eDMX Recorder を開いてください。

②

④

更新ボタン

⑥

⑤

③

①
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③[Controls Scope]部、Selected にチェックが入っていることを確認します。

（Broadcast にチェックを入れると、操作対象が同じネットワーク上全ての eDMX 製品になります。）

④プルダウンメニューで記録したい Show ナンバーを決定・選択します。

⑤任意にファイル名を記入することができます。（日本語-非対応）

⑥[Record]ボタンを押します。

（ボタンが赤になり,本体のパイロットランプも赤で点滅します。

マニュアルのレコード時と本体の状態は変わりませんので判別しずらいですが、これで Trigger 待機状態になります。）

ここで、トリガーで指定したユニバースとチャンネルを送る(値 1 以上）と、レコードが始まります。

トリガーのチャンネルを 1 以上の値を送っている間、レコードします。

（ワンショット・パルスではありません。）

■DMX トリガーとマニュアルのトリガーは併用できません。

DMX トリガーが有効になっていると、（マニュアルでのレコード（[record]ボタン操作)は出来ず）

レコード操作開始は DMX トリガーのみで行う必要があります。

⑦

！

⑦トリガーで送っているチャンネルの値を 0 にするか、

ストップボタンを押すとレコードを終了します。

⑧[Update Show](更新ボタン）を押して完了です。

⑧
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1０. 再生機能

MicroSD カード（別売）を装着することで、Artnet または sACN または DMX レコーダーとして使用できます。

別機能として、本体に記憶するスナップショット機能もあります。（【11】の頁をご参照下さい。）

【1０－１】再生機能 主な特記仕様

■ショー再生可能数

・再生できるショーは 255 種類(show1～show254+MasterScript)まで可能です。

■複数ショーの同時再生

・できません。

■トリガーについて

・レコードされたデータ（show ファイル）は、再生時に show ファイルへの DMX トリガーとしては使えません。

・ DMX トリガーは設定した DMX チャンネルを送出している間再生になります。（ワンショット/パルスではありません。）

・ eDMX Trigger/DMX トリガー/マニュアル操作の併用はできません。（どれか 1 種類の再生方法になります。）

・ show255(Black out)はトリガーからは呼び出せません。またマスタースクリプトにも設定できません。（設定しても何も起こりません）

・ Artnet コマンドによるトリガーも可能です。（別途 Record/Playback マニュアルをご参照下さい。）

・ レコード再生中にショーを再生すると、記録している動作等はストップします。

■電源起動時

・電源 ON 直後、最初のアクションがトリガーから再生の場合、１～2 秒のラグが発生します。→ファームウエアアップデートで改善予定

（一度何かしら再生出力した後ですとラグは発生しなくなります）

・電源 ON から起動するまで（再生できる状態になるまで）３秒程かかります。

（電源 OFF 時からトリガーを入れっぱなしにしても問題はありません。起動後再生可能な状態になればトリガーを受け付けて再生します。）

■SD カード

・レコードされたデータ（show ファイル）は他の SD カードにコピーして運用も可能です。

■その他特記仕様

・ループ時のシーンとシーンのつなぎ目はシームレスに移行します。

・[show until complete]：eDMX Trigger（外部接点機器）用の機能です。（DMX トリガーでは有効になりません）

チェック時に（[nextshowfollow]などで）ループ設定しているシーンを呼び出すと、ループ仕様になっているため

ボタンでの再生を受け付けなくなりますのでご注意ください。（MasterScript ボタンを除く）

・ 複数台の同時再生 ：[Recorder]タブ内、[Broadcast Trigger]にチェックを入れてください。

・[PlaybackMerge]を選択していていて DMX-in sACN でトリガーを行う場合、再生データとトリガー回線の priority の関係にご注意下さい。

・ DMX-in からの回線と再生ファイルの回線をマージもしくは priority 優劣関係を付けていてかつ、再生ファイルをループ設定にしていた場合、

ショーのつなぎ目で再生ファイルが一瞬優先になってしまうことがあります。→ファームウエアアップデートで改善予定
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【1０－２】再生機能を有効にする

Recorder タブを開いてください。

①[Record Enable]にチェックを入れて下さい。

②外部ネットワークからの回線と再生ショーファイルをマージしたい場合は[Playback Merge]にチェックを入れて下さい。

③再生ファイルをネットワークにも流したい場合は[Network Playback]にチェックを入れて下さい。

④設定更新ボタンを押して環境設定は終了です。

チェック有り

②

DMX マージ out

Artnet/sACN 信号

再生ファイル

ライブ出力

設定更新ボタン

再生ファイル

Artnet/sACN 信号

チェック有り

チェック無し

チェック無し

③

再生ファイルデータのみ

Artnet/sACN 信号

Artnet/sACN 信号※

再生ファイル

再生ファイル

④

再生ファイルが優先されます。

必要無い場合はチェックは入れないことをお薦めします。

①

必要無い場合はチェックは入れないことをお薦めします。

ネットワークには流れません。
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【1０－３】レコードしたショーを再生する（マニュアル操作）

再生したいノードを選び、Ｖeiw メニューから[eDMX Recorder]を開きます。

①[Controls Scope]部、Selected にチェックが入っていることを確認します。

（Broadcast にチェックを入れると、操作対象が同じネットワーク上全ての eDMX 製品になります。）

②プルダウンメニューで記録したい Show ナンバーを決定します。

③[play]ボタンを押します。

④再生を途中で止める場合は[stop]を押します。

① ④

ノードを選択

View メニュー

②
③



Ver.1.3 株式会社ラセンス 2021 年 5 月作成 https://lasens.com

33

【1０－４】レコードしたショーを再生する（EDMXTRIGGER/外部接点での操作）

オプションの eDMXTrigger を接続することで、外部からのボタン操作でショーの呼び出しが可能です。

eDMXTrigger eDMXTrigger と LeDMX4PRO を並べたところ

また、RJ12 コネクタケーブルを使用して外部からの接点で起動することも可能です。

eDMXTrigger は下記の製品に対応しています。

eDMX2PRO / ultraDMX2PRO / eDMX4PRO DIN / eDMX4PRO ISODIN /LeDMX4PRO

--------------------------------------

Recorder タブを開いて下さい。

①[eDMX Trigger]にチェックを入れて下さい。

①

RJ12
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下記の A～C、３つのモードから呼び出し方法が選べますので、任意に②と③にチェックを入れて下さい。

④[update Settings](更新ボタン）を押して完了です。

■モード C [Up/Down/GO/Blackout]を選んだ際の注意点

・連続して show データが入っていない場合、例えば、show1, show2, show04,と show3 を飛ばして show データが入

っていた場合、当モード/eTrigger では show4 にはアクセスできなくなります。show 順番に記録するようにして下さい。

・ Blackout 再生を有効にするため、[B/OshowAfterStop]にチェックを入れてください。

チェックが無い場合、DMX 出力は Port の保持設定（【7-5】参照）が優先されます。

・[Up/Down/Go]と[Skip Script]両方チェックが入っている場合は[Up/Down/Go]が優先されます。

eDMX Trigger モード ボタン呼び出し ②[Up/Down/Go] ③[Skip Script]

A

1 : show1

2 : show2

3 : show3

4 : Master Script

チェック無し チェック無し

B

1 : show1

2 : show2

3 : show3

4 : show4

チェック無し チェック有り

C

1 : Up

2 : Down

3 : Go

4 : Blackout

チェック有り チェック無し

ボタン 1

ボタン 2

ボタン 3

ボタン４

③
②

④
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【1０－５】レコードしたショーを再生する（DMX トリガーでの操作）

Recorder タブを開いてください。

①[Playback Trigger Univerce]にチェックを入れ、DMX をトリガーしたい「ユニバース」の数字を入れて下さい。

②更新ボタンを押して完了です。

■DMX トリガーチャンネルについて

show 呼び出しのチャンネルについては下記のように予め割り当てられていますので、

設定はユニバース指定のみとなります。

Show255 は Blackout が割当てられていますが、DMX トリガーでは呼び出し不可となっています。

また、複数チャンネルのトリガーを同時に受けた場合は、より小さいチャンネルが優先となります。

ショー再生用チャンネル パラメータ（％）

Show1:チャンネル 2

Show2:チャンネル 3

Show3:チャンネル ４

.................

Show254:チャンネル 255

スクリプト再生：チャンネル 257

0% ～ 33% : ストップ

34%～ 66% : 待機

67%～100% : スタート

①

② 更新ボタン
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【1０－６】SHOW を連続で再生する

１．[NEXT SHOW Auto Follow]設定

1 つの show に対して、次に自動的に再生する show を設定できます。

２．[Master Script]設定

スクリプト再生を設定することでも Show の連続再生が可能になります。

上記のように show1 に対して [Nexet Show Auto

Follow]を show1 に設定すると、show1 がループ再生

されます。

更新ボタン

②

③

show1 に対して[Next Show Auto Follow]を show2 に

設定すると、show1 の後に show2 が再生されます。

それぞれの show に[Next Show Auto Follow]を設定す

ることで、show の連続再生が可能になります。

① Show に[Master Script]を選択します。

②Master Script が記述できるようになるので、下記の例のように記述します。

----------

DMXKING ←必ず記述

VER=0.1 ←必ず記述

AUTORUN ←AUTORUN（電源 ON で再生）または、AUTOOFF どちらか必ず記述

show001 ←再生したい show 番号を順番に記述

show003

show002

show000 ←show000 を付けるとそれまでの show がループ

記述無しの場合、show002 で再生終了します。

-------------

上記の例ですと、電源 ON で show1,show3,show2 が順番に再生され、また show1 か

らループ再生となります。

③Update Show を押して完了です。

※スクリプト記述の仕方/仕様については別途当社の Record&Playback マニュアルも合わせてご参照ください。

更新ボタン

①

更新ボタン
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【1０－７】その他の再生に関する設定

①[B/o Show After Stop] : ショーをストップ、または終了後 Blackout します。

（show255 を呼出します。）

[Hold Last Scene] :ショーが終了時のデータを保持します。

(DMXport の out については port の設定がされていれば、そちらが優先されます。）

[Last Show Recall] : 電源入力立ち上げ時に最後に再生していた show を再生します。

（MasterScript が設定されていれば、そちらが優先されます。)

②[eDMX Control] :未使用（拡張機能予定）

③[Playback Group] ：トリガーで受け付ける show の数を 10 に制限します。

（値が１の場合は show1~show10 まで、２の場合は show11~show20…）

④[Playback Master Level] ：任意のチャンネルでマスターレベルを操作します。（※LeDMX4PRO のみ有効な機能）

（ユニバースは[Playback Trigger Univerce]で指定したユニバースに準じます。）

⑤[Show Run Until Complete] ：eDMXTrigger/外部接点で再生したショーは、データ終了まで他トリガーは受け付けません。

（DMX トリガーでは使用できません。）

ただし呼び出しが[MasterScript]が割り当てられているボタンは再生途中でも受付けます。

※設定が連続再生になっている場合は、ボタンを受け付けなくなるのでご注意下さい。

⑥[Broadcast Triggers] ：1 台のノードからの再生トリガーのコマンドをネットワーク上の全てのノードに送信可能

■[Playback Master Level]と[Playback Group]の関係について

[playback Master Level]のユニバースは[Playback Trigger Univerce]に紐づけられますが、同ユニバース内はチャンネル２～

255 及び 257 はトリガー用のチャンネルになっています。ですので[playback Master Level]に設定できるチャンネルは、空い

ている１か 256、258 以降に割り付ける事になります。

それ以外に[playback Master Level]を割り付けたい場合、[Playback Group]設定でトリガーできる show=チャンネルを 10 個

に絞ることで空きチャンネルが生まれ、その空いたチャンネルに割り付ける事ができるようになります。

②

③
④
⑤
⑥

①
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11. SNAPSHOT SCENE

SD カードに記録するショーとは別に、本体にシーンを記録/再生することが出来ます。

【スナップショット 記録】

記録させたいポートのタブを選びます。

スナップショット記録ボタンを押します。

設定更新ボタンを押して完了です。

■スナップショットの記録データについて

・記録できるのは 1 シーンのみです。

・該当のポートから出力されている DMX データを記録します。（連続した値は記録できません）

・ DMX-IN に設定されているポートには記録/再生できません。

・ポート毎に記録できます。

・本体メモリに記録しますので、SD カードは必要ありません。

スナップショット記録ボタン

設定更新ボタン
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【スナップショット 再生】

再生したいポートのタブを選びます。

再生方法は下記 2 種いずれか（または両方）になります。

１．電源起動時に自動的に再生

③[Recall DMX snapshot at startup]にチェックをいれます。

入力しているデータが喪失した場合に再生（バックアップ用途等）

①[Timeout all sources]にチェックをいれ、②[Snapshot Scene]を選択します。

設定更新ボタンを押して完了です。

■スナップショット再生について

・ DMX-IN に設定しているポートからは出力できません。

・ ポート毎に設定します。※ユニバースの値には依存しません。（ポート毎の設定です）

・ DMX の in/out 切替・ユニバース変更をしてもスナップショットデータは残ります。

※再度 DMX-out に設定すれば記録されているスナップショットは有効になります。

・ Artnet/sACN/DMX が外部から入力されている場合は、そちらが（スナップショットより）優先されます。

※①・②の設定でスナップショットが選択されている場合、設定したユニバースが入力されてなければスナップショットは出力されます。

ですので複数ポートがある機種では、ユニバース設定を調整することで特定のポートのみスナップショットを出力することも可能です。

・スナップショットと内部ショーファイル再生を併用する場合の注意点

※ショーファイルに含まれてないユニバースにポートを設定していて、かつそのポートからスナップショットを再生していた場合、いったん

ショーファイルを再生するとショーファイルが優先になり該当のポートからは出力が無くなることになります。また再生ファイルを停止してもス

ナップショットは復帰・再生されません。→ファームウエアアップデートで対応予定）

③
②

①

設定更新ボタン
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12. SD カード内 ファイル構成

記録された SD カードの中身です。

ディレクトリは SD カード直下（フォルダはありません）に置かれます。

①info〇〇〇 .txt ショーナンバー〇〇〇の名称が格納されているファイル

②lastshow .txt 最後に再生されたショーナンバーが格納されているファイル

③show000 .txt master Script の記述ファイル（show000 はスクリプト専用です。）

④show〇〇〇.cap ショーナンバー〇〇〇のデータファイル

⑤show〇〇〇.txt show〇〇〇に対して設定された、

[next show follow]のショーナンバーが格納されているファイル

※[next show follow]が設定されてないショーは、当ファイルは存在しません。）

名称の変更等で順番を入れ替えたり、ショーファイルをコピーすることが可能です。

※適切なショーナンバー/ファイル名などを使用しないと動作しませんので、十分注意して行ってください。

④
②

⑤
③

①
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13. ART-NET を送信・受信する

当ユーティリティソフトでは、Art-Net を 1 ユニバース分送受信するテスト的機能があります。

（※sACN は送受信出来ません。sACN View 等のアプリ/ソフト等をお使いください）

----------------------------

View メニューから[DMX Display]を開いてください。

受信画面 送信画面

受信画面 送信画面

①送受信切替ボタン

②ユニバース指定欄

③受信レート[ReceiveRate]/受信チャンネルスロット数[Receivesize]

④LTP/HTP 切替

⑤送信元 IP アドレス表示欄

①送受信切替ボタン

②ユニバース指定欄

③送信方法 [Manual]（マニュアル送信）/[All255]（全送信）等

④送信チャンネル数[NumberChannels]/送信レート[UpdateRate]

④③

View メニュー

③
②② ①

[DMX Display]

④①
⑤

切替
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１4.LEDMX4PRO(SPI ドライバー） 専用設定

LeDMX4PRO には専用の設定タブがあります。

【１4－１】概要

LeDMX4PRO 専用のタブ

setting タブ Port1～4 タブ

ユーティリティソフト内([eDMX nodes])でノード（LeDMX4PRO)を選ぶと、自動的に上記タブが現れます。

---------------------

本体には「DMX-port である PortA」と、「SPI ポートの Port1~4」と 2 種類のポートがあります。

※PortA（DMX ポート）については他機種と共通ですので、「7.ポート機能設定（PortA～D）」の頁をご参照ください。

また、その他の network タブや recorder タブ、マージ仕様等も他機種と共通ですので、各頁をご参照ください。

Port2 Port1

LeDMX4PRO
Port4 Port3

PortA
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【１4－２】出力したい SPI（PIXEL)の設定をする

設定したい Port の タブを１～４から選んで開いてください。

①[Pixel Type] ピクセルの IC タイプを選んでください。 （接続する灯具に合わせます）

②[Pixel Count] 使用するピクセル数を数字で記入してください。

③[Null Pixels] 最初から〇〇球まで使用しない場合、その球数を数字で記入してください。

④[Colour Order] カラーオーダーを設定してください。 （接続する灯具に合わせます）

⑤[Start Univerce] スタートアドレス（ユニバースとチャンネル）を数字で記入してください。

[Start Channel]

⑥[Pixel Group Size] まとめて扱いたい（グルーピング）球数の数字を記入して下さい。※【12-5】参照

⑦[ZigZag] ジグザグ設定したい球数を数字で記入してください。 ※【12-5】参照

⑧[Direction] 点灯していく方向を反対にしたい場合はチェックを入れて下さい。

⑨[Alternate Mapping] 代理回線用のマッピング設定。通常は設定不要です。 ※【12-3】参照

⑩設定後、更新ボタンを押して下さい。

■ICタイプ設定について

port毎に異なる ICタイプや球数を設定できます。

（ただし port1と port2は同じ設定にする必要がありますので、実質的には Port1&2と Port3と Port4、最大 3種類まで設定可能です。）

■球数について

１ポートあたり 4ユニバースまで出力できます。（LeDMX4PRO 1台で最大 16ユニバース/灯具により球数は変わります）

⑨

⑩
⑧⑦

③
②

⑥

④
⑤

①
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【１4－３】代理回線（代替回線）用設定

sACN の priority 機能を使用することで、代理回線用にマッピング（パッチ等）を設定することができます。

Settings タブを開いて下さい。

[Alt.mapping priority threshold]欄に、priority 値を記入して、[Update]ボタンを押してください。

次に、設定したい出力の Port タブを開いてください。

代理回線用マッピング設定（設定項目は前項参照）をして、[Update]ボタンを押してください。

■設定した priority 値未満の sACN 回線が入力/有効になると、代理回線用のマッピングに自動的に切り替ります。

代理回線用の設定を利用することで、本番用とメンテナンス用など、それぞれマッピング（パッチ/他設定）を設定

できますので、使い方次第で様々な場面で活用できます。

代理回線用マッピング設定
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【１4－4】出力マスターレベル調整

SPI出力するマスターレベルを変更できます。

Settings タブを開いて下さい。

①[Master Level] 主回線用のマスターレベル調整。数値をスライダーでずらして調整して下さい。（0～255）

②[Alt. Master Level] 代理回線用のマスターレベルも別に設定可能です。

③更新ボタンを押して完了です。

【１4－5】グルーピング設定とジグザグ設定

[Pixel Group Size] 仮に頭のチャンネルを１ch 分送ったとした場合、

値が１の場合： ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇・・・・・・ 1 個毎に点灯

値が５の場合： ● ● ● ● ●〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ・・・・・・ 5 個毎に点灯

※値を 255 とすると、ポートに接続している灯具全てグルーピングされます。

少ないチャンネルでより多くの球数が扱えるようになります。

[ZigZag]

値が０の場合： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇・・・・・・ 点灯順は順番通り

値が５の場合： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇・・・・・・ 点灯順はジグザグ

【以上】

③

②

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 ・・・・・

1 2 3 4 5 10 9 8 7 6 11 12 13 14 15 20 19 ・・・・・

①
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